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：。

ぞ
れ
'は'.
.
'

「

農
業『

資 

本
の
有
機
：
成

』

：c

概

念

め

類
推
逾
用)

：を
高
度
化
す
る: £
と

：
，に

：ょ

マ

て

、

農I
B
：

部
1-
相
^

^

剰
人
卩
を
生
ぜ
レ
め
芩
へ
家
族
労
働
カ
の
こ
部
は
遍
剰 

化
し
て
、
：
.い
わ
唤
る
潜
塞
業
者
へ
と
な
る
。

」

：，

(

六
三
寊)

:.
.
2::

:̂ 

産
性
の
相
対
的
低
位
。
：
農
業
労
働
は
現
在
め

0:
業
に
比
す
れ
ば
：
鍵

産

性

ば

相

：

対
的̂
低
位
に
あ
る
。

」

C

S

1一頁〕

そ
：の.AJ

.

と.
は「

し
か.

る
場
合
に
最
適P
 

必
要
. >
:

せ
ら
れ
名
労
働
カ
ょ.
り- %

ょ
り
多
く
を
、
い
わ
ば
佘
分
，に
就
労
せ
し
め 

る
：の
で
あ
る
。
し
た
，
つ
て
こ
と
で
の
過
剩
ハ
を
き
就
労
者
は
、
所
得
水
準.
■'

の
点
か
ら
みて
、

潜往

失
業
者
と.
な
る
：。

」

：

(

六
三
直)

3

、

，

農
業
所
得
率. ©
' 

.

低
位
。「

一
般
的
に
農
業
所
得
率
の
低
位
性
は.
、全
体> -

し
て
，の
農
業
経
営
.の
歡
. 

大
を
阻
止
し
、
農
業
に
お
：け
る
雇
用
暈
の
：拡
大
を
お
さ
え
る
傾
向.
を
示
す
。y
c

:;

 

し
：て.
そ
れ
は
農
業
内
部
に
過
剰
労
働
力.(

過
剰
就
業
者)

を
っ
く
り
だ
ず
陳
因'.
.
'

一
 

.

:'

六
1一:
；

a

 

0 
八. 
一
 

I
)

:

と
し
て
ば
た
ら
く
0-
こ
の
こ
と
は
あ
た
か
も
、，利
潤
率
の
：低
下
が
資
本
を
過
剰 

'な
：：

ら
し
：め.、'同
時
に
想
对
的
過
剰
人
口
を
つ
く
り
い
だ
す
過
程
と
類
似
し
て
い 

る
^(

六
妾
頁
ツ
こ
の
農
黑
所
得
率
の
低
さ
は
で
蘧
本
的
ね
は
小
農
経
営
の
生 

，産
様
式
、
労
働
生
産
性
一
の
低
さ
に
よ
る」 (

六
四.
頁)

も
の
で
あ
る
。裕
氏
は
相
対 

:'

的
過
剰
入
ロ
：ど
過.
麗
労
入
ロ
の
：ニ
馨
を
そ
の
発
生
原
因
よ
ゥ
区
別
す
る
。

' •

さ
- ^

;

に
、：；過
剰
澈
労
を
へ「

農
産
物
の
：市
場̂
^

が
生
産
標
か
ら
費
用
^
^
の 

線
ま
：で：低
下
し
て
：
% '

なi

證
産
が
疆
せ
ら
れ
る
こ
.と
に
よ
っ
て
余
分
に 

.

就
勞
せ
し
め
ら̂

るI-
-
.
.

(

六
九
貢)

: ,
'
'
-

も
：の；(

第
一
形
態)

と
費
用
麗
以
下
に 

_

農
産
物
市
場
標
が
低
下
す
る
と
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
も
の
：c

第
ニ
形
態) 

v

と
；の；
-

一：

f

形
鶴
ぬ
分
類
し
て
い
る'
'0
.

硌
氏
の
-，
過
剰
就
労」

：ど
は
、
生
産
錯
と 

.

市
場
麗
と
を
ー
致
さ
せ
ー
る
供
給
量
を
生
産
す
る
に
必
要
な
労
働
カ
ハ
い̂
^

.

り
多
: <
-

の
労
働
カ
浈
就
労
す
る.
と
き
に
そ
の
就
労
を：「

過
剰」

と
い
ぅ
の
で
あ 

谷
が
、：3
剰」

;.
;
'
'
-は.
、
農
業
に
投
下
さ
れ
た
労
働
カ
の
，価
値
が
、
農
産
物
麗 

,

に
扣
い
ヤ
充
養
現
さ'
机- ?
>

か.
、
さ
れ
な
い
；か
：に
先
ず
そ
の
規
準
を
求
め
る
べ 

き.
で̂

ろ
：う
。ま
た

.

g

業
と
比
べ
.て
農
業: ^

産
力
の
高
低
は
論
ぜ
ら
れ
ず
、
生 

:

産
力
め
：高
低
は同；

}
:，

部.
門
間
で
の
麗
で
あ
り
、：

従
：っ
て
他
部
門
と
の
比
較
か 

:

:

ら
ほ
低
所
得
率
は
説
明; ^

兄
欢
い
の
：で
は
な
が
ろ
3
か。
：

.

:

:

.

第一)

ー章ぺ「

農
村
羅
人
：0:
と.
労
働
市
場̂

'

日
本
農
業
と
労
働
市 

場
：〔

井
_1
1-晴*

へ;':
:

第
六
節〗

語
本
資
本
主
義
と
労
働
市
場S

谷
三
喜
男y

 

第
七.
節
.；：農
民
の
就
業
横
造
と
：農
業
過
剰
入
口
.〔

小
林
謙--
*〕
>

:

で
はy
 

本
主
義
に.
お
げ
る
資
本
蓄
積.'
労
働
市
場
の
：形
成
と' ^

村
過
剰
労
働
カ
.と
の
関 

-

連k

低
賃
襲
造
塞
的
に
：
X

5 -

八節)

、：；或
は
、「

農
村
過
剰
人
口
と
し
て
晚

農
化
せ
ず■
に
自
家
農̂

2
部
に.
堆..
積
す
る
農̂
|

^

^

人
：ロ.
の
機
能
的
形
態̂

第
：
 

六
節：
..'
;

-_
*.

四
四
頁)

：か
ら
あ
ぎ
ら.
か{:
-

す
る
。
第
五
節
の.
目
標
は(

，

「

現
代
の
独 

「

占
資
本
主
義
一
般
ど
：の，関
連
：で
め
日
本
農
業
と
い
夕
の.
で
は
：な
く
、一
日
本
の:' 

独
占
資
本
主
義
の
證
的
特
色
と
^
関
遲
で
の
日
本
農
寒
を
問
題
戽
し
な
け
れ 

ば
な
ら̂

い
と
い
う
考>
X L
.
:

の.
上
に
設
楚
さ
、れ
て
ぃ' 
る

。」

S

六

®

.

の.で
あ 

，る
。：第
：一
次
世
界
查
後
の■
日
豪
占
資
本
主
義
の
本
格
的
発
展
に
：お
い
て
、
 

舊
的
過
剩
人
ロ
；が
重
要
な
：意
義
を
も
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
0:「

農
.村
で 

，の
、
生
産
手
段
か
ら
未̂
^

*

力
、"い
わ
ゆ
る
家
族
就
業
形
態
の
労
働
力 

1

そ
れ
も
寄
生
地
主
制
の
下
に
つ
な
が
れ
だ
も
：0
と
し
て
の.
、
し
た
が
：って 

I

一
 

目㈣

い
生̂
ホ
申
と
归
い
隸
員̂
罾
胄
を
多
分
に
も
っ
た
と
こ
ろ
のi

が 

都
市
労
働
市
場
の
冀
に
広
大
薇
域
を
な
し
：て
横
た
わ
り
、：都
市
に
お
け
る，
. 

年
々
の
新
規
労
働
力
の
大
部.
分
が
た
え
ず
、.
こC >
'

M

域
か
ら
.排
出
さ
れ
て
い
く 

と•
い
う
関
睬
の
：上
ガ
形
成
さ
れ
て
い
た
1_

(

八
四
頁V
白
本
の
低
い.
賃
銀
は
、
 

相
対
的
過
剰
人
口.
の
恒
常
化
に
ょ
っ
て
加
重
さ
れ
て
、.
一一重の：低
賃
銀
要
因
の 

規
定
を
う
け
る
。
こ
の.
ー.ー
重
の
低
賃
銀
規
定- ^

因.
の'う
ち
旧
来
の
要
因
は
農
地 

、改#

の
結
果
解
消
し
て
来
て
、い
る
。「

ま
た
ぃ
：労
働
市
場
に
た
免
ず
新
規
に
段 

,

入
さ
れ
る
労
働
カ
の
な
か
で
：、
都
市
労
働
人
：ロ
の
子
弟
の
投
入
さ
れ
る
も
の
が 

次
第
に
そ
の
数
を
増
し
、
農
村
が
ら.
の
新
規
労
働
力
投
入
の
比
重
が
そ
.の
た
め 

相
対
的
に
低
下
す.
る
変
化
が
進
ん
で
来
て
い
る
。

」

：

(

<

五
頁)

''
:こ
め
変
化
は
低 

賃
銀
規
定
要
因
が
、
資
本
蓄
積
過
程
の
矛
盾
に
比
童
を
移
し
て
き.
て
い.
る
こ
と
：

.

を
lT K
b
、
：
そ
し
て
：こ
の
過
程
に
お
い
て
！

®

^
差
が
拡
大
し
、

ま
た
：ご
：れ
は

^ J 

潤
素
差
の
拡
大
と
相
関
を
も
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
？

 

.

\

 

書
,

:

^ '
:

第
六
飢

.で
は
、:'

.:前
節
：の
適
程
を
日
本
資
本
主
義
の
発
展
に
お
.い
て
史
的
に
分 

一
析
し
、：r

今
や
雑
業
層
こ
そ
過
剰
人
口
の

.最
も
有
力
な
貯
水
池
と
な
り
，

農
村 

過
剰
人
口
の
流
出
先- >
も
な
っ
' £

:

(

T
一

©
頁)
，
こ
：

AJ

を
検
証
す
る
。

第
七 

.■
節
の

0

と
し
ヤ
い
る̂
: -
名
は

.-
:
-
.
-
8
村
過
剩
人
ロ0

^

#§
流
出
.で
は
な 

:

が
、

.，
間
接
に
規
制
す
各
農
藥
剰
人
；ロ
の
堆
積
、に
つ
い
て 

で
あ
る
。

」
(

一.
一

.六
頁)

，.こ
こ
で
は
ま
ず
労
働
者
世
帯
を
太
：企
業
労
働
者
，
中 

.小
企
業
常
用
労
働
者
，
臨
時
労
働
者
，
白
雇
に
わ
け
そ
の
所
糧
造
を
農

f

 

層
の
所
得
獲

ぁ

対

照

し

、
：

)
」

¥

ょ

ヵ

吓

麗

家
の
脱
農
的
通
馨
働
カ
へ
め 

• 

全
^P

U

わ
た
る
農
業
有
業
率
の
高
さ
が
指
摘
さ
れ
る
。

2:
二 
ニ 

頁)

づ
づ
，：

.い
：て

歡

別

；
.
.男
女
年
齢
別
に
農
家
就
霧
造

'を
検
討

し「

現
実
に 

は
実
際
の
生
活
水
準
を

^
持
す
る
た
，め
に
農
業
所
得
の
不
況
を
お
ぎ
な
^
ね
ば 

レ.な
ら
な
い
め.で
、.
基
幹
労
働
力
ど
：低
質
な
補
助
労
働
力
の
過
度
労
働
が
自
営
生 

産
や
臨
麻
的
賃
労
働.に
追
加
的
に
投
下
さ
れ
る

1-
-(

ー
 

日
四

5

こ
と
を示
し
、 

ま
，た
潜
在
的
形
態
に
お
け
る
農
|

剰
人
ロ
が
真
呂
生
産
に
過
剰
労
働
を
投
下 

し

亡

レ

る

態

様

を

明

ら

：
か

.に
し
て
い
る
。

第111

章
に
お
い
：て
重
要
な
点
ゆ
、

'農
業
部
門
：か
ら
供
給
さ
れ
る
労
働
力
標 

の
最
低
水
準
を
規
定
す
る
も
の
：が
、
過
小
農
か
ら
排
出
さ
れ
る
低
い
生
活
水
準 

に
お
け
る
労
働
力
の®

で
は
な
ぐ
ク
資
本
蓄
積
過
程
を
通
じ
て
，
尨
大
な
発 

生
を
み
た
相
対
的
過
剰
人
：ロ
が
供
給
す
る
労
働
カ

1

#
の
最
低
水
準
にi

っ
て 

規
#
^
れ
る
様
に
な
っ

た

，
こ

‘
と

.

に
，
関

す

る

指

摘

と

(

八

九

頁.
一
四
五
頁)

、

:
『

低
い
羡
業
日
歉
賃
雙
ぺ
そ
の
地
方
ぃ
の
小
企
議
盤
の
露
市
場
に
包
摂
せ 

;
ら
れ
た
共
通
の
：労
働
カ
霧
っ
の
蓮
動

0 ,
.な

か

：
で

定

ま
1 _
り
、「

そ
れ
が
農
民
.の

六'
三

a
o

八
三〕



ベ
農
業
へ
搜
久
す
る
自
家
労
働
の
葉
己
評
佩
咬
反
映
じ
、
：：
唐

^

^

働

麥

用

い
^;
、 

:

い

農I
W
r

に

も

、
一
：
^
の
^i

物
の
：'-
-
-
.
M
な

費

荊

歡

帑

低

v

表
現
オ
4
要
：
 

一

因

と
1>
^
が

--
て
：、
：低
认
米
価
に
農
民
を
甘
ん
ぜ
：し
：め
左
|
^
ど

.̂
て
、
へ 

き
わ
め
^
意
要
か
影
響
を
及
ぼ
1>
て
く
る
：0

」

0
八
：九
頁

)

：.の
指
摘
で̂

^
.
:へ'- 

.

"第

肇

「

農
村
過
剰
人
ロ
ー
と
襲
論

」
(

第
/\
:
:節

'-
.農
村
過
剰
人'ロ
：と
：経
済
政
， 

一
策〔

木
下
彰〕

、.：第
九
節
：：
''
農
民
穷
働
力
と
社
：会

政

策

〔

平
実〕

>
fc
私
い
て
比 

日

本

主

義

の

：農
村
過
剰
人
口
対
策
の
史
的
概
観
と
現
在
の

f

策
の
検
討 

:(

第
八
節)

.及

び「

生
産
.馨

働
1_
視
点
ょ
り
み/0
農

民

労

働

カ

；
の
^

^

定
. 

か
.ら
、
,'
-総

榮

に

と
-?
,て
.の
農
雾
働
力
に
対
す
る
社
会
政
策
の
意
義
と
限
界 

を
米
価
政
策
及
び
潜
籠
過
剰
人
口
に
就
い
て
検
討
を
加
え
る

。
' 

c

第
：九
節> 

最
後
.に
第
五
章f

農
鐘
剰
人
口
の
瑰
実
形
態」

C

第
T

Q
:節
近
郊
農
村 

に
お
吹
る
過
剰
人
口
の
諸
相
I

東
如
型
と
近
畿
型—

〔

秦
玄
奄〕

>
,第
：
一
一 

節

•'
.純
農
村
地
域
に
お
け
る
過
剰
人
口

〔

豊
田
尚〕
、

第
一
ニ
節
に
解
村
に
■

.お 

'け
る
過
剰
人
口.■の
実
態I

東
北=

岩
手
と
南
：海=

高

知

一〔
安
甶
生
&)

が
農
村
過
剰
人
口
論
の
検
証
的
役
割
を
果
し
て
い
る
。

本
窗
に
お
い
て
は
、

T

農
村
過
剰
人
口

」

が
各
側
面
か
ら
解
明
'さ
れ
て
い
る 

が
、
蠢

者

に

ょ>
て
、.

「

相
対
的
過
剰
人
ロ

」

の
理
陬
、
' 日
本
資
本
主
義
に 

お
け
る
農
村
過
剰
人
口
の
形
成
の
理
解
に
差
異
が
あ

っ

て

、

な

お

問

題

を

残

し

' 

て
'い
：.る

も

の

と

い

え

る

。

「

鍀

的

過

剰

人

口

」
「

資

本
O'
過
剰
.

J

の
発
生
は
、 

第
一
節
に
おい

，
て

は
労
働
力
不
足

I

労

露

貴

か

ら

第

一

一

節

に

お

い

.

て
は
. 

資

本

蓄

積

の

不

均

発

展

：か
ら

=、
第
四
節
で.は
資
本
の
有
機̂

!
成
の
高
度. 

化
と
i

率
の
低
下
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
。

I

し

て
第
四
節
で
は
前
者
を
生

:

産
過
程
<

#

実̂
現
過
程
松
ル
て
：理
解
す
各
6
ゃ
第
.ー
に

—1
^

^
的
過
剰
人0
 

:
o発
生
ば
資
：

有
機
藤
成
ま
咼
度
化
が
：

r
f
•觀

増

尤

の

.
み

を

目

的

と

し 

た
資
本
に
よ
っ
て
、
生
産
が
無
政
府
的
に
行
わ
れ
る
と
い
ぅ
矛

0 *
と
む
す
ぴ
づ 

1,
>
て
い
，る
。1_

_(

井
村
喜
代
子.

.蜜

ル

ク
.ス
.
の
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